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そこで著者は, 子孫株と親株との性状の比較方法として, アルミニウム ･ マ- カーについて実験を行な
うとともに, アルミニウムイオンのポリオウイルス熱不活化に及ぼす影響, ウイルスから抽出した RNA
の熟に対する安定性, およびウイルス熱不活化の機構に関して検討した｡





の機構を知る目的で強毒株 (MahoneyBrunhilde), 弱毒株 (Sabin1), および強毒株をアルミニウムイ
オン存在下で加熟し, 残余ウイルスを継代培養するという操作によって得 られ た アルミニウムマーカ-
(- )の株について, フェノール抽出法で抽出した感染性 RNAを供試し, それらRNAの熱不活化に対す
る態度を調べた｡ 以上の実験の成績を総合すると次の通りになる｡
1) ポリオウイルスは, アルミニウムイオンの存在の下で, 50oCに加熟した場合, Ⅰ型, Ⅱ型ともに
強毒株は不活化が強められるのに対し, 弱毒株は安定化される｡ このことはアルミニウムイオンを加えず
に加熟した場合にみられる不活化とは異なる｡
2) ワクチン子孫株は, Ⅰ型では, 服用 1週以内に分離された射 手熱不活化の程度が親株 (弱毒株) の
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それにほぼ近い数値を示し, 5週あるいはそれ以後に分離されたものでは強毒株のそれと類似した数値を
示した. また第2過ないし第 5 週に分離されたものでは, 中間の数値を示した.
この知見から, Ⅰ型ポリオワクチンウイルスは人の腸管内を通過することにより, その性状が変化する
ことは明らかである｡ Ⅱ型についでは, 例数が少いのではっきりとは言い切れない｡ したがってこの方法
では, Ⅰ型に関しては, 早期に分離した株を用いない限り, ワクチン由来の株と野生株とを区別すること
はできない｡
3) 感染性 RNA は50oCの加熱に対し, ウイルスより一層安定であり, 500C 2時間の加熱でも感染
価の著明な減少を認めないO さらにまた, RNA は, 抽出される前の完全ウイルスのアルミニウムマーカ
ーとは無関係に, 熱不活化を受け難い｡
4) 比較的低濃度のアルミニウムイオンの存在の下で加熱すると, 感染性 RNA は, 強毒株から抽出さ
れたもの, 弱毒株から抽出されたもの, および, アルミニウムの存在の下で加熱することによって, 選択




膜に及ぼすものであり, 感染性 RNA に作用するものではないことが考えられる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ポリオ生ワクチン服用者およびこれに接触したものから分離されたウイルス子孫株が, 元のワクチン株
と同様な性状を有するか, あるいは変異するかを Walis等の Almarkerを用いて検討するとともに,
それぞれ強毒株, 弱毒株, および強毒株から作った変異株 (Almarker一株) から抽出した RNA の熟,
および Alion存在下での熟に対する態度をしらべることにより熱不活化の機構に検討を加え, つぎのよ
うな結論を得た｡
(1) Alionの存在のもとで50oCに加熱すると, L からざる場合とは異り, Ⅰ型およびⅡ型の強毒株の
不活化は促進されるのに対し, 弱毒株は安定化される｡
(2) ワクチン服用後週を迫ってウイルスを分離すると, Ⅰ型に関しては, 1週以内の分離株では変化が
認められないのに対し, 分離時期が遅くなるとその熱不活化性には変化が認められる｡
(3) 完全ウイルスの Almarkerとは無関係に, 感染性 RNAは加熱に対しウイルスより一層安定で,
50oCで2時間加熱しても感染価は著明な減少をきたさない,
(4) RNA を比較的低濃度のAlionの存在の下で加熱すると, 強毒株, 弱毒株および強毒株から作った
変異株の3着ともほぼ同程度のわずかな減少を示した｡ ただし Alionによる加熱に対する安定化は認め
られなかった｡
本論文は学術上有益であり医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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